円の方程式　

１　次の方程式が表す円の中心の座標と半径を求めなさい。

(1)　(x－3)2＋(y＋1)2＝16


(2)　x2＋y2－4x＝0

２　次の円の方程式を求めなさい。

(1)　2点A(－1, 6)、B(5,－2)を直径の両端とする円。

(2)　3点A(0, 1)、B(1, 4)、C(－1, 3)を通る円。

(3)　中心が直線y＝x＋1上にあって、2点A(－1, 7)、B(6, 8)を通る円

３　次の円と直線の位置関係を調べなさい。

(1)　x2＋y2＝8、　y＝－x＋4


(2)　x2＋y2＝9、　2x－y－2＝0

解答　
１　(1)　中心(3, －1)、半径4

　　(2)　中心(2, 0)、半径2

２　(1)　(x－2)2＋(y－2)2＝25

　　(2) 
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　　(3)　(x－3)2＋(y－4)2＝25
３　(1)　2点で交わる。
　　(2)　接する。

解説　
１　(1)　標準形で表されているので、計算なしで式から中心と半径を読みとれる。

　　(2)　xの1次の項があるので、xについて平方完成をする。

２　(1)ABの中点が円の中心となる。中点はx座標どうし、y座標どうしを平均する。

　　　　三平方の定理でABの距離が10とわかるので、半径は5

　　(2)　(x－a)2＋(y－b)2＝r2　の式に3点を代入して連立する。（計算がタイヘン）

　　　　[別解]x2＋y2＋ℓx＋my＋n＝0の式に3点を代入して連立する。

　　(3)中心の座標を(t, t＋1)と置くと、円の方程式は(x－t)2＋(y－t－1)2＝r2
　　　　この式に2点A、Bを代入して連立すると、t＝3、r＝5が求められる。

　　　　[別解]2点A、Bを通るということは、円の中心はABの垂直二等分線上にある。

　　　　A,Bの垂直二等分線を求め、直線y＝x＋1との交点が円の中心となる。

３　　位置関係とは、「２点で交わる」、「接する」、「まじわらない」のどれか。

　　　つまり、交点の個数を調べる。

(1)　2つの式を代入法で連立してyを消去するとx2－4x＋4＝0　→x＝2

　　　解が1つなので、「接する」

　　　[別解]点と直線の距離の公式を使うと、距離が
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となり、半径と同じなので「接する」

(2) 2つの式を代入法で連立してyを消去すると5x2－8x－5＝0　→x＝
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　　　解が2つなので「2点で交わる」
　　　[別解] 点と直線の距離の公式を使うと、距離が
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となり、半径より短い。
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